
 
 

子どもたちと未来を創る 

五領地区連合自治会 会長 ○中原武 

１．活動方針・目的 

五領地区連合自治会は、自治会や各種団体で構成する地区コミュニティです。私たちの

地域は、大阪府の北東部高槻市にあり、その昔、西国街道の通行と淀川の水運の要衝の地

として開け、京都の公家や武家の五つの領地であったことから五領と呼ばれてきました。 

古くからの産業は衰退し、農家と新しい住宅やマンションとが混在しています。梶原

山や淀川に残る自然は生態保護の役割を担い、鵜殿のヨシは雅楽器の部材として今も重

宝されています。 

現在、新名神や新たな道路整備が進む中、文化と教育で人々を結び、子どもたちと夢

ある未来を創りたいと活動しています。 

２．活動内容 

地域活動スローガン「地域の未来は、子どもたちの未来」 

・人も自然も豊かなまちに 

組立式ステージや音響機材を購入し､子どもたちも楽しく参加できる文化活動を積極的に推進。 

「五領地区学校芝生育成会」が維持管理する小学校の芝生の上で､幼稚園は運動会､小学校は

体育や放課後子ども教室､秋に仲秋月見会､青空コンサートなど自然と親しむイベントを開催。 

・安心のまちに（防災・防犯） 

古来、淀川、檜尾川の氾濫を経験した地域であり、災害や犯罪に強いレジレエンス（回

復力）ある地域にと、行政と連携し、地区防災会や単位自治会に自主防災会を設立。普

段から多くの人が協力し、防災テントの設置や大鍋料理などにも挑戦。 

・喜びのまちに（にぎわいづくり） 

四季折々に庶民文化の花咲くまちにと、子ども達を中心にしたイベントを開催。 

春に「文化展」（希望のメッセージ展☆レインボーステージ）、夏に「ふるさと祭り」「盆

踊り」、秋に「仲秋月見会」、晩秋に「親子カーニバル」、年末の「クリスマスコンサート」、

「餅つき」（『レインボー餅つき隊』が９回出動）、新春に淀川河川敷で「凧あげ大会」 

・真心のまちに（新しい地域福祉） 

大阪は、庶民の町、人情のまち。弱者にこそ、住みよい町にと、自治会支援、学校支援、地

域福祉の３つを柱とした自治会ボランティア「肇 慶
ちょうけい

倶楽部
く ら ぶ

」（“喜びの日が今日から始まる”

の意味）を結成。病院の付き添い、障子の張替、タンスの移動、庭木の剪定などを無償で実施。 

・夢ある未来を創るまちに（地域が支援する学校教育） 

 未就園の子と母が集える施設「母と子のワンダーランド」を開設。 

 幼稚園支援：仲良しタイム、芋ほり、餅つき、芝生広場を整備 

 小学校支援：セーフティボランティア交流連絡会、稲作体験（田植え～稲刈り～脱穀

～餅つき）、芝生広場を整備、プール掃除、地域セミナー、放課後子ども教室 

 中学校支援：学年別に地域セミナー「地域と学校」、ランチタイムコンサート、文化発

表会に楽器持ち込みの支援。地域の発案で沖縄の中学校との交流を実現。 

３．他の活動団体の参考となる事例 

 一人が立ち上がれば周囲が変わる。自分が変われば地域が変わる。 

 楽しく明るいところに人は集う。地域を愛し、特色を生かした、魅力ある計画が必要。 

 活動の方向を定めて、活動をつなげていけば価値が生まれる。 

 人と人との心を結び、新しい出会いをつくる。 

 地域力は人間力、一人の人を大切に！ たとえ反対意見の人でも必ず用いる。 

４．今後の課題等 

 活動者の高齢化：高齢社会は熟成社会、生涯青春の気概で支え合う地域に！ 

 後継者育成：自分たちが頑張れば、必ず後に続く者ありとの信念を持て！ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


